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「
活
字
ば
な
れ
」
と

「
青
年
の
保
守
化
」

社
会
学
部
助
教
授
 
加
藤
 
哲
郎

敢
近
、
慨
見
俊
輔
『
戦
後
日
本
の
大
衆
文
化
史
』

（
岩
波
書
店
）
、
石
川
弘
義
『
余
暇
の
戦
後
史
』
（
東

京
書
籍
）
、
『
欲
望
の
戦
後
史
』
（
太
平
出
版
社
）
、
原

田
勝
正
編
『
昭
和
の
世
相
』
（
小
学
館
）
と
い
っ
た

書
物
を
ま
と
め
て
疵
む
機
会
か
あ
っ
た
。
私
自
身
の

生
活
史
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
一

九
四
五
年
以
降
の
社
会
と
文
化
の
歩
み
を
ふ
り
か
え

っ
て
み
る
と
、
日
本
社
会
の
経
験
し
た
巨
大
な
変
化

に
驚
か
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
「
読
む
文
化
」
の
衰
退
。
敗
械
血
後
の

総
合
雑
誌
『
新
生
』
創
刊
号
が
店
頭
に
出
る
や
二
時

間
で
売
り
切
れ
た
と
い
う
話
は
実
感
で
き
な
い
が
、

ほ
ほ
一
九
六
○
年
頃
を
境
に
、
「
見
る
文
化
」
の
王

者
が
映
画
か
ら
テ
レ
ビ
へ
と
移
行
し
、
脚
時
に
「
兄

る
文
化
」
が
「
読
む
文
化
」
を
浸
食
し
て
い
っ
た
プ

ロ
セ
ス
は
、
私
た
ち
の
世
代
に
も
忠
い
あ
た
る
。
新

聞
の
発
行
部
数
や
書
辮
の
発
行
点
数
は
、
「
テ
レ
ビ

主
導
期
」
と
な
る
六
○
年
代
も
蛸
え
つ
づ
け
、
か
つ

て
の
「
活
字
に
飢
え
た
」
時
代
は
過
去
と
な
り
、
「
沽

字
が
溢
れ
る
」
状
態
か
今
日
ま
で
続
く
。
テ
レ
ビ
文

化
も
七
○
年
代
に
は
「
曲
界
期
」
に
入
り
、
「
読
む

文
化
」
「
見
る
文
化
」
の
飽
和
の
中
か
ら
「
す
る
文

化
」
芯
向
も
強
ま
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
高
度
成
長
、

経
済
大
国
化
過
程
で
の
「
見
る
文
化
」
の
あ
ら
ゆ
る

社
会
関
係
へ
の
祉
透
こ
そ
が
、
こ
の
四
○
年
の
文
化

変
動
の
基
軸
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
す
る
文
化
」

の
多
く
は
、
ま
だ
ま
だ
「
兄
る
文
化
」
に
誘
引
さ
れ

た
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ベ
ー
ス
の
も
の
で
あ
り
（
「
テ

ニ
ス
・
ブ
ー
ム
」
や
「
男
の
料
理
」
）
、
「
読
む
文
化
」

の
内
容
も
、
「
見
る
文
化
」
主
導
で
変
質
し
て
い
っ

た
。
「
興
味
を
も
っ
て
読
む
新
聞
記
事
」
の
ト
ッ
プ

は
、
七
○
年
代
に
「
社
会
剛
」
か
ら
「
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
欄
」
へ
と
移
行
し
た
。
す
で
に
私
の
学
生
時
代

に
少
年
漫
画
と
『
棚
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
を
小
脇
に
か

か
え
る
フ
ァ
ヅ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
が
、
七
○
年
代
以

降
は
『
劇
画
マ
ル
ク
ス
』
か
ら
『
な
ん
と
な
く
ク
リ

ス
タ
ル
』
ま
で
雌
命
も
文
学
も
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
韓
薄

蜘
小
化
さ
れ
た
。
「
対
抗
文
化
」
と
し
て
生
ま
れ
た
多

く
の
ス
タ
イ
ル
が
、
「
支
配
的
文
化
」
に
く
み
こ
ま

れ
て
い
っ
た
。
八
三
年
の
総
理
府
家
汁
調
在
で
は
「
件

譜
・
他
の
拙
版
物
」
が
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
一
・
八
％

と
な
り
、
初
め
て
「
碗
む
文
化
」
の
絶
対
的
鏥
少
も

記
録
さ
れ
た
。
か
の
浅
川
杉
『
柵
造
と
力
』
（
勁
草

書
房
）
の
普
及
回
路
・
受
容
態
度
に
も
、
「
見
る
文

化
」
に
呑
み
こ
ま
れ
た
「
読
む
文
化
」
の
変
質
が
投

影
さ
れ
て
い
る
。

私
の
専
攻
す
る
政
摘
学
に
ひ
き
つ
け
て
い
え
ば
、

こ
う
し
た
「
読
む
文
化
」
の
衰
退
・
変
質
が
、
七
○

年
代
後
半
以
降
の
各
仰
世
論
洲
企
で
明
確
に
現
れ
た

「
青
年
の
保
守
化
」
現
象
と
何
ら
か
の
因
果
関
係
を

も
つ
の
で
は
、
と
奪
え
て
い
る
。
例
え
ば
七
○
年
代

に
、
「
大
学
生
の
余
暇
の
す
ご
し
方
」
に
お
い
て
「
知

識
志
向
」
は
半
減
し
て
い
く
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
調
侮
、
七
三

年
Ⅲ
四
％
←
七
八
年
二
七
％
）
。
｝
易
期
か
ら
自
民
党

支
持
率
・
安
保
条
約
肯
定
論
が
増
大
す
る
か
、
青
年

の
雌
多
数
派
で
あ
る
支
持
政
党
な
し
層
に
お
い
て
、

「
議
会
制
民
主
主
義
に
希
望
を
も
て
な
い
」
と
い
う

自
覚
的
無
党
流
層
が
減
り
「
政
論
に
は
関
心
を
も
て

な
い
」
と
い
う
無
関
心
層
が
端
え
て
い
る
。
ま
た
政

論
不
備
の
内
実
も
、
政
沽
知
識
か
あ
り
な
が
ら
政
摘

的
有
効
性
感
覚
を
も
た
な
い
械
極
的
不
侭
剛
は
減
少

し
、
政
論
知
識
も
有
効
性
感
覚
も
も
た
な
い
消
極
的

不
佑
刷
が
ふ
え
、
こ
れ
か
社
会
変
化
に
つ
い
て
の
現

状
肯
定
咽
、
社
会
活
動
に
つ
い
て
の
他
力
本
願
・
依

存
刷
垪
大
と
結
び
つ
く
。
政
論
に
つ
い
て
の
批
判
意

識
は
、
岐
少
限
の
政
摘
へ
の
関
心
と
政
柿
的
知
識
な

し
に
は
成
立
し
え
な
い
。
「
読
む
文
化
」
の
衰
退
は

「
保
守
化
」
「
保
身
化
」
の
唯
一
の
理
由
で
は
な
い

に
し
て
も
、
一
つ
の
文
化
的
背
景
で
あ
ろ
う
。

社
会
科
学
の
古
典
を
学
生
謡
君
の
多
く
が
敬
遠
し

は
じ
め
、
社
会
変
革
や
政
論
連
動
に
熱
中
す
る
者
が

「
ネ
ク
ラ
」
扱
い
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。

変
化
し
た
文
化
の
も
と
で
は
、
変
化
し
た
政
治
の
様

式
が
生
ま
れ
て
く
る
。
「
一
家
に
一
冊
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
ヘ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
写
楽
ブ
ッ

ク
ス
『
日
本
国
憲
法
』
（
小
学
館
）
は
、
城
後
日
本

の
鮫
大
の
政
論
的
争
点
の
一
つ
を
大
き
な
活
字
と
カ

ラ
ー
写
真
で
商
品
化
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
憲
法
全

文
の
解
説
ぬ
き
の
視
覚
的
単
行
本
化
と
い
う
若
い
緬

集
者
の
発
想
は
、
護
憲
勢
力
に
も
改
憲
勢
力
に
も
驚

異
で
あ
り
脅
威
で
あ
っ
た
に
ち
か
い
な
い
。
謹
志
勢

力
の
側
か
ら
は
憲
法
前
文
の
レ
コ
ー
ド
化
と
い
う
試

み
が
現
れ
た
が
、
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
。
改
憲

勢
力
か
ら
は
、
今
年
の
憲
法
記
念
日
に
中
川
八
洋
著

『
新
・
日
本
国
憲
法
草
案
』
〈
山
手
書
房
）
と
い
う

小
学
館
版
『
憲
法
』
を
ま
ね
た
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の

オ
ー
ル
ド
な
内
容
（
「
第
七
条
 
天
皇
は
国
防
車
統

帥
の
象
徴
で
あ
る
」
「
第
九
八
条
 
国
雌
は
、
由
に

政
党
を
結
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
自
由
と

正
義
を
尊
重
す
る
民
主
主
義
の
日
本
岡
の
堆
本
的
秩

序
と
原
理
を
尊
重
し
な
い
、
ま
た
は
日
本
国
の
存
立

を
危
う
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
党
の
結
成
は

認
め
ら
れ
な
い
」
）
の
本
か
出
た
。
｜
易
『
草
案
』
か

期
待
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、
「
〔
窓
法
〕
改
正
の
必
要

を
痛
感
し
は
じ
め
た
薪
い
仙
代
」
で
あ
る
。
こ
う
し

た
時
代
に
は
、
日
本
国
憲
法
制
定
時
に
一
政
沽
学
者

が
行
年
に
よ
び
か
け
た
「
諦
君
が
社
会
的
人
間
と
し

て
と
ど
ま
る
か
ぎ
り
、
政
論
は
ど
こ
ま
で
も
諸
君
を

ほ (2)ん と ぴ あ



追
っ
て
い
く
。
だ
か
ら
、
政
抽
に
一
様
の
無
関
心
を

示
す
こ
と
は
、
実
は
一
切
の
政
摘
似
川
を
同
様
に
妥

当
さ
せ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
諸

君
は
、
現
在
互
に
闘
争
し
つ
つ
あ
る
諸
政
治
様
式
の

本
書
は
、
著
者
か
こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
い
く
つ

か
の
文
章
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
統
一
的
な
主

題
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
以

下
で
は
、
著
者
の
い
く
つ
か
の
主
推
を
紹
介
し
つ
つ

若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る

■
●

ま
ず
第
一
に
、
著
者
は
、
法
の
適
用
過
程
の
明
蜥

化
の
必
要
性
を
論
ず
る
（
「
法
と
裁
判
を
さ
さ
え
る
糒

神
」
「
法
に
お
け
る
常
識
と
非
常
識
」
）
。
本
来
、
裁

判
に
お
け
る
事
実
認
定
お
よ
び
法
の
解
釈
は
、
何
人

に
と
っ
て
も
明
確
な
形
で
客
観
的
に
行
わ
れ
る
べ
き

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
裁
判
官
の
主

観
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

疑
問
か
ら
出
発
す
る
の
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
古
典

的
な
法
理
論
は
、
法
規
範
（
た
と
え
ば
刑
法
一
九
九

条
「
人
ヲ
殺
シ
タ
ル
者
ハ
死
刑
又
ハ
無
期
若
ク
ハ
三

年
以
上
ノ
懲
役
二
処
ス
」
と
い
う
法
規
範
）
を
大
前

提
と
し
、
こ
れ
を
具
体
的
事
実
（
甲
は
人
を
殺
し
た

と
い
う
事
実
）
で
あ
る
小
前
提
に
当
て
は
め
、
法
の

定
め
る
結
論
（
甲
を
死
刑
に
処
す
な
ど
と
い
う
結
論
）

う
ち
の
最
も
悪
し
き
も
の
の
支
配
を
許
す
こ
と
に
な

る
の
だ
」
（
丸
山
貞
男
『
峨
中
と
械
後
の
間
』
、
み
す

ず
書
房
）
と
い
う
言
葉
が
、
新
鮮
で
切
実
な
響
き
を

も
っ
て
甦
る
。
そ
し
て
、
抵
抗
の
拠
点
も
、
「
見
る

を
引
き
出
す
法
的
三
段
論
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

近
時
の
有
力
な
法
理
論
（
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
所
謂

リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
）
は
、
た
と
え
ば
裁
判
官
に
よ
り

同
じ
犯
罪
に
対
す
る
判
決
が
ま
ち
ま
ち
に
な
る
こ
と

な
ど
を
根
拠
と
し
て
挙
げ
、
裁
判
過
程
な
い
し
法
的

過
程
が
、
複
稚
な
社
会
的
・
経
済
的
・
心
理
的
な
諸

要
因
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
下
で
、
著
者
は
、
現
代
に
お
け
る
法

の
研
究
は
法
の
適
用
を
行
う
個
人
を
規
律
し
て
い
る

客
観
的
な
法
則
と
そ
の
個
人
の
糀
神
と
の
不
思
議
な

交
錨
過
程
の
解
明
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
一
般
に
、
そ
の
テ
ー
ゼ
自
体
は
大
い
に

問
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
問
題
は
、

そ
の
具
体
的
な
実
践
に
あ
る
と
言
う
こ
と
か
で
き
る

こ
の
点
で
、
苦
者
が
、
わ
が
国
に
お
け
る
近
時
の
法

解
釈
学
に
関
す
る
議
論
に
全
く
触
れ
て
い
な
い
点
に

は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
第
二
に
、
憲
法
は
観
念
の
作
用
に
よ
り
現
実

を
隠
蔽
す
る
と
言
う
意
味
で
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を

文
化
」
「
す
る
文
化
」
へ
の
介
入
の
視
点
も
、
「
読

む
文
化
」
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
し
に
は
発
見
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。

脱
却
し
、
現
実
を
理
想
の
方
向
に
導
く
と
言
う
意
味

で
の
ウ
ト
ピ
ー
（
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
ド
イ
ツ
語
）
的
な

機
能
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
さ
ら
に
、

法
律
学
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
脱
却
し
、
一
定
の
科

学
性
を
基
礎
に
ウ
ト
ピ
ー
的
方
向
を
追
求
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
か
、
明
桧
憲
法
下
の
天
皇
機
関
説
論
争
お

よ
び
ア
メ
リ
カ
の
判
例
を
挙
げ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る

（
「
憲
法
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
科
学
」
）
。

こ
の
主
張
は
、
法
解
釈
学
を
科
学
的
な
も
の
と
す

る
た
め
に
努
力
す
る
点
で
第
一
の
主
張
と
共
通
す
る

伽
を
有
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
法
学
者
に
対
す
る

主
張
で
は
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
も
、
と
り
わ
け
憲
法

九
条
を
め
ぐ
る
近
時
の
議
論
と
の
関
係
で
、
こ
の
主

張
を
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

投
票
粕
と
民
主
政
の
過
程
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
も

研
究
者
と
同
様
に
、
こ
の
近
時
の
議
論
に
参
加
し
得

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
著
者
は
、
憲
法
九
条
を
め

ぐ
る
近
時
の
議
論
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
触
れ
て
い
な

い
が
、
こ
の
こ
と
は
、
一
体
何
を
意
味
す
る
の
で
あ

(3) ほ
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§ 餌 認
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蕊灘驚
：駕篭翼翼認
由

匡

■

匡

刀

ん と ぴ あ

回 投稿募集中
分量は原稿用紙五枚以内
採用分には薄謝進呈

回 編集部員も募集中

書 評
法
と
裁
判
を
さ
さ
え
る
精
神
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